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１．被災概要

１

あいよし橋

出逢橋 至 只見町

至 新潟

迂回路

雪崩により変形した出逢橋流失したあいよし橋の残骸



２．災害査定の保留解除

２

・ あいよし橋の災害査定については、再度災害防止の観点から、同様の雪崩が発生した場合においても、致命的な損傷

（落橋や通行止めにつながる変形）を受けず通行を確保できるよう、 あいよし橋の現在の箇所から谷側に約１３０ⅿ、

移動した位置に橋を架け替えるルートで決定しました。

・ 復旧にあたっては、現道交通を確保しながら施工を行います。

令和５年２月２日（木） 保留解除 （災害復旧事業の実施が決定）

○ 平面図

○ 復旧計画の概要

・全体延長：Ｌ＝４８０．０ｍ ・橋梁延長：Ｌ＝２８９．０ｍ ・橋梁幅員：Ｗ＝９．２ｍ
・橋梁形式：３径間ＰＣ連続ラーメン箱桁橋 ・復旧金額：約４４．６億円

○ 橋梁一般図

谷側に約130m移動

延長L=480.0m 
幅員W=7.0～9.5m



３

３．今後の工程について

国道２５２号のあいよし橋付近は、降雪により１１月から現地の作業が制限さ
れるため、工事期間が実質１年間の内６ケ月程度となることから、災害復旧事業
の完了までには複数年が必要となります。

令和５年度は「あいよし橋の旧橋撤去工事」の速やかな着手に努めるとともに、
本体工事の詳細設計や用地買収等、必要な準備を進めます。

令和６年度以降については、詳細設計を進めていき国等関係機関と調整しなが
ら、早期復旧に向けた検討を進めます。

（なお、令和５年度以降の災害復旧事業の工事期間中においても、令和４年度
と同様に交通を確保します。）



４

４．南会津地方対策本部の解散について

※引き続き、「災害復旧事業の進捗状況」などについて、ＨＰ等で情報提供します。

・迂回路の安全対策が完了し、通行を確保したこと。
・「災害復旧事業」の実施が決定したこと。
⇒上記から、令和５年２月１７日（金）をもって「南会津地方対策本部会議」を解散し
ます。

【南会津地方対策本部の設置目的】

令和４年２月～３月にかけて発生した国道２５２号あいよし橋の流失等に関して、関係機
関が連携・協力し、速やかに安全な通行を確保することを目的とする。

【経過】

・令和４年３月１１日（金） 南会津地方対策本部会議を設置

・令和４年７月１０日（日）１１時～ 再開通（片側交互通行・夜間(19時～6時)通行止）

・ ７月２２日（金） ２４時間交通開放（片側交互通行）

・ １１月 ７日（月）１６時～ 通行止（出逢橋桁切断工事のため）

・ １１月１４日（月） 災害査定を受検

・ １２月 １日（木） ９時～ 冬期通行止

・令和５年２月 ２日（木） 保留解除（災害復旧事業の実施が決定）

（今後、現地で雪解けによる雪崩等が発生した際には、速やかに適切な対応を行います。）


